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マニュアルの最新版について

「うつくしまエコイベントマニュアル」は、皆様の取組みの成果等を

踏まえて、必要に応じて改訂いたします。

最新版は、ホームページ「ふくしまの環境」

（ht t p : / / www. p re f . fu ku sh ima. j p / h o zen / in d ex. h tm）を御覧い

ただくか、事務局（電話024－521－7248）にお尋ねください。



イベントには様々なものがありますが、テーマや規模にかかわらず、環

境に配慮したイベントを「エコイベント」と言います。

県では、特に一定の要件を満たしているイベントを「うつくしまエコイ

ベント」として認定いたします。

エコイベントの必要性

今日の環境問題は私たちの日常生活や通常の事業活動に起因するものが

多くなっているのが特徴です。イベント開催時（準備段階も含む。）にも、

チラシ等の紙の使用による森林資源の減少、電気やガソリンの使用による

地球温暖化など様々な環境負荷が発生します。

また、イベントには多数の人々が集まりますので、来場者の環境保全に

対する理解や実践活動を促進する良い機会です。

このようなことから、イベントの開催にあたっては、環境に配慮した取

組みを進めることが必要です。

対象となるイベント

対象となるイベントは、県内で開催される式典、催し（展示会、お祭り、

シンポジウム等）です。（環境をテーマとしたイベントに限らず、様々な

イベントが対象となります。）
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基本的な考え方

イベントの開催に当たっては、各主催者が創意工夫し、自主的な取組み

を進め、環境への負荷をできるだけ少なくすることが重要です。その取組

みに当たっては、イベントの規模や目的に応じて、できるところから柔軟

に進め、次第にステップアップを図っていくことが大切です。

また、イベント本来の目的を大切にしながら環境配慮を推進するととも

に、イベントの参加者に環境に対する関心をもっていただき、参加者の自

主的な環境保全活動の促進を図っていくことが大切です。

◎ イベント開催による環境負荷を低減する

◎ 各主催者が創意工夫し、自主的な取組みを進める

◎ 柔軟な発想で、できることから始める

◎ イベントの目的と環境配慮を両立する

◎ 参加者の環境保全活動を促進する

取組項目

イベント開催に伴う環境負荷の要因としては様々なものがありますが、

本マニュアルでは下記の6つの項目に取り組むこととしています。
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（1） 自然環境への配慮
（2） ごみ減量化・リサイクル
（3） 交通による環境負荷対策
（4） 省資源・省エネルギー
（5） 参加者への普及啓発
（6） 環境配慮を推進する運営体制



取組内容

本マニュアルでは、6つの取組項目ごとに、Step1（必須）とStep2（努

力）の取組内容を定めています。

Step1（必須）は必須事項であり、比較的簡単に取り組めるものとなっ

ています。

Step2（努力）は努力事項であり、可能であればチャレンジしていただ

きたいものです。

できることからはじめて、次第にステップアップを図りましょう。
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イベント開催に当たってはすべての取組項目を実施することが望ましい
のですが、自主的にできることから始めるという本マニュアルの趣旨から、
下記の要件を満たしているイベントを「うつくしまエコイベント」として
認定いたします。（なお、県の共催、後援を申請するイベントにおいては、
出来るだけ認定を受けていただくようお願いします。）

認定要件

申し込み方法
「うつくしまエコイベント申請書」を下記宛てにお送りください。

事務局：福島県生活環境部環境政策室環境活動推進グループ
（平成15年度より、生活環境部環境共生領域環境活動推進グループ）

住所　〒960－8670 福島県福島市杉妻町2番16号
電話　024－521－7248
FAX 024－521－7928
Eメール　katsudou@pref.fukushima.jp

※申請書の受付は、各地方振興局商工県民部環境課（南会津地方振興局は県民環
境課、いわき地方振興局は県民生活課）でも行っています。また、申請様式等を
ホームページに掲載していますのでご活用ください。

認定を受けると

県のホームページにイベントの開催情報やエコイベントとしての取組内
容を掲載いたします。ホームページに掲載する際には、エコイベントの取
組内容に応じて下記により☆印を付記いたします。
また、☆の数に応じて「うつくしまエコイベントマーク」（19頁）を御利

用いただけます。
なお、☆の数は、各主催者に認定通知をする際にお知らせいたします。

☆の数と取組内容
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下記の6つの取組項目のうち、（6）を含む3項目以上でStep1を全て実施すること。

（1）自然環境への配慮 （4）省資源・省エネルギー

（2）ごみ減量化・リサイクル （5）参加者への普及啓発

（3）交通による環境負荷対策 （6）環境配慮を推進する運営体制

☆の数 Step1を全て実施する項目数 Step2の取組内容の実施個数
（Step2相当の独自取組も含む）

☆ ３～４項目 ０
☆☆ ５～６項目 ０
☆☆☆ ６項目 ３～４
☆☆☆☆ ６項目 ５～７
☆☆☆☆☆ ６項目 ８以上
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PDCAサイクルで常にステップアップを図りましょう!



（1）自然環境への配慮

基本方針

私たち人間の生活は豊かな自然環境に支えられています。福島県は、優

れた自然環境や景観を有しており、自然の中で開催されるイベントも多く

みられます。イベントの開催に当たっては、自然環境への負荷を可能な限

り少なくし、自然との共生を図る必要があります。

◎ 自然環境や生態系に与える影響を最小限にします。

◎ 自然公園等を利用するときは、その規則を守ります。

◎ 景観への配慮を行います。

◎ 自然環境に手を加えた場合は、その回復を図ります。

取組内容
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Step1
（必須）

Step2
（努力）

① 可能な範囲で、イベントの開催が自然環境へどのような
影響を与えるのかを考えます。
例：排水による水環境への影響や本来地域に生息していない植物・魚類等の
移植・放流等による生態系への影響など

② 会場設置に当たっては、既存施設を活用するなどして自
然環境への影響を最小限にします。

③ 植樹、魚の放流等を行う場合は、生態系への影響に配慮
します。

④ 自然公園や自然環境保全地域等を利用するときは、その
規則を守ります。

① 事前に会場周辺の生態系を調べます。

② 施設の設置に当たっては、自然環境に配慮した工法を活
用します。

③ 施設の設置に当たっては、会場周辺の景観に配慮します。

④ 環境に与えた影響については、原状回復を図ります。

⑤ 各種ボランティア団体等の協力を得るなどして、参加者
が自然に学び、ふれあう機会の創出を図ります。



（2）ごみ減量化・リサイクル

基本方向

イベント開催時には多くの人々が集まり、多量の廃棄物が発生する可能

性があります。イベントの開催に当たっては、廃棄物の発生を最小限にす

るとともに、やむを得ず発生したものについては適切に処理しなければな

りません。

◎ できるだけごみを出さないようにします。（リデュース）

◎ もう一度使えるものは再使用します。（リユース）

◎ 使えないものは分別して再生利用します。（リサイクル）

◎ 再生利用できないものは適正に処理します。（適正処理）
（注）リデュース（発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（再生使用）

取組内容
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Step1
（必須）

Step2
（努力）

① チラシや資料等は必要部数を考慮して、無駄のないよう
に用意します。

② 余ったチラシや資料等は再使用、再生利用します。

③ 参加者に、ごみの持ち帰り、減量化、分別等の協力を求
めます。

④ ごみは、会場がある市町村のルールに従ってきちんと分
別します。
※産業廃棄物についても法令等に従い適正に処理します。

① ごみの分別方法等を説明するスタッフを配置します。

② マイバッグ、マイ食器の利用や簡易包装を呼びかけます。

③ マイバッグ、マイ食器などにより環境配慮に協力してい
る参加者に特典を与えます。

④ 食品廃棄物やイベント資材の再生利用等に取り組みます。
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（3）交通による環境負荷対策

基本方向

イベント開催時には多くの人々が様々な交通手段を用いて集まります。

自動車は便利な乗り物ですが、自動車排出ガスは大気汚染や地球温暖化の

主な原因の一つになっているとともに、交通渋滞はエネルギーの無駄づか

いにもつながります。イベントを開催する際には、交通による環境負荷を

削減するための取組みが必要です。

◎ 交通による環境負荷が小さくなるような会場設定を心がけます。

◎ 効率的な交通手段の確保を心がけます。

◎ 来場者の理解と協力を求めます。

取組内容

Step1
（必須）

Step2
（努力）

① 会場の選定に際しては、可能な限り公共交通機関の利用
に配慮します。

② 徒歩、自転車、公共交通機関等の環境負荷の少ない手段
の利用を呼びかけます。

③ 自動車の効率的な利用（相乗り等）やアイドリングスト
ップを呼びかけます。

① パーク・アンド・ライド環境の整備やシャトルバスの活
用により、効率的な交通手段を用意します。

② 効率的な自動車の誘導、交通経路の情報提供等を実施す
るとともに、必要に応じて交通規制を行います。

③ 交通渋滞を引き起こさないように、イベント開催時間を
適切に設定します。

④ 公共交通機関の利用、自動車の相乗りなど、環境配慮に
協力している参加者に特典を与えます。

⑤ 電気自動車、ハイブリッド自動車などの低公害車を活用
します。
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（4）省資源・省エネルギー

基本方向

イベント開催時には、種々の資源やエネルギーを消費することが想定さ

れます。環境に配慮した楽しいイベントにするために、資源やエネルギー

の無駄づかいをなくすとともに有効活用を図ることが必要です。

◎ 資源やエネルギーの節約に努めます。

◎ 資源やエネルギーを再使用・再生使用し、有効に活用します。

◎ 環境への負荷の少ない新エネルギーの活用を図ります。

取組内容

Step1
（必須）

Step2
（努力）

① チラシや資料等は必要部数を考慮して、無駄のないよう
に用意します。（再掲）

② 照明や空調によるエネルギー消費をできるだけ少なくし
ます。

③ 参加者に省資源・省エネルギーへの協力を呼びかけます。

④ 物品等の購入に当たっては、環境に配慮した商品（エコ
マーク、グリーンマーク商品等）の購入に努めます。

① インターネット等を活用して、資源を節約したPRを行い
ます。

② 施設の設置に当たっては、間伐材を利用したり、高断熱、
自然採光等の省エネ工法を活用します。

③ 節水型トイレや雨水利用システム等の省資源型設備を導
入します。

④ 会場内の照明や移動手段の動力源等に、太陽光発電や生
ごみ発電等の新エネルギーを活用します。

⑤ 資材、物品等はできるだけ地域で生産されたものを調達
するよう心がけるとともに、イベントの講師等には地域
で活動する方を積極的に活用します。
※地元の生産物を地元で消費することを「地産地消」といいます。県産の農
産物や木材等の活用は農林水産業の振興や環境保全に寄与します。
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（5）参加者への普及啓発

基本方向

イベントには様々な人々が参加します。参加者の環境保全に対する理解

や実践活動を促進する良い機会です。環境をテーマとしたイベントである

かどうかを問わず、イベント開催時の環境配慮を通して、参加者の環境保

全に向けた意識啓発を図りましょう。

◎ 環境に配慮したイベントであることを積極的にＰＲします。

◎ 環境配慮の取組内容を参加者にわかりやすく伝えます。

◎ 参加者の自主的な環境保全の取組みを促進します。

◎ 環境保全に関する情報の提供に努めます。

取組内容

Step1
（必須）

Step2
（努力）

① 環境に配慮したイベントであることを積極的にPRします。

② 環境配慮の内容を参加者にわかりやすく示し、協力を求
めます。

① 参加者自らが環境への配慮を体験できるようにします。

② 参加者に各種環境関連情報を積極的に提供します。

③ ボランティア団体等と連携し、参加者が環境について学
ぶ機会を提供します。
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（6）環境配慮を推進する運営体制

基本方向

イベントの実施に当たっては、環境配慮を進めるための運営体制を整え

て、開催時のみならず、計画、準備の段階から取組みを進めていくことが

必要です。また、PDCAサイクルにより、次回の開催に向けてステップア

ップを図っていくことが大切です。

◎ 環境に配慮したイベントとすることを宣言します。

◎ 環境配慮を進める体制を整えて、計画をつくります。

◎ スタッフ各人の環境配慮への自覚を促します。

◎ 環境配慮を進めるに当たって関係団体等と協力します。

◎ PDCAサイクルで常にステップアップを目指します。

取組内容

Step1
（必須）

Step2
（努力）

① 環境に配慮したイベントとすることを宣言し、計画（取
組項目、内容等）を立てます。

② 環境配慮を推進する責任者を決めて、進行管理を行います。

③ スタッフや出展者等に取組項目等を事前に説明し、環境
配慮の徹底を図ります。

④ 取組結果をチェックして、常にステップアップを図ります。

① 取組内容や成果を積極的にPRし、他のイベントにおける
環境配慮に貢献します。

② 各種ボランティア団体等との連携・協働を図ります。

③ ユニバーサルデザインの考え方に基づいた運営を行います。
※「ユニバーサルデザイン」とは、年齢や性別、身体的能力などの違いにか
かわらず、初めからすべての人が使いやすいように、製品や建物、空間を
デザインしようとする考え方です。例えば、分別回収の表示を大きな字で
読みやすくする、外国語でも表示する、会場内に段差をつくらないことな
どの取組みを進め、誰もが環境に配慮したイベントを楽しめるよう心がけ
ましょう。



イベント開催時の環境配慮を推進するためのチェックシート及び申請・

報告に使用する様式を用意いたしましたのでご活用下さい。

「うつくしまエコイベントマニュアル」は、皆様の取組みの成果を活か

して、PDCAサイクルによって継続的にステップアップを図っていくシス

テムです。

申請書に記載していただいたエコイベントの情報や取組実績は、事務局

がとりまとめて、ホームページに掲載いたします。

自らの取組みをチェックするとともに、他のイベントの参考にもなります

ので、イベント実施後に実績報告書を作成し、事務局に提出してください。
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● うつくしまエコイベントチェックシート
（準備・実施時に活用してください。事務局への提出は不要です。）

計画欄は、イベントを計画する段階でチェックし、環境に配慮するた

めにどのような取組みを行うのか計画を立てます。

実施欄は、実際にイベントを準備、実施する段階で、どのような取組

みを行ったのかをチェックします。

マニュアルに掲載されていない独自の取組みを行う際には、「上記以

外の取組み」又は「その他の取組み」の欄に記載してください。

● うつくしまエコイベント申請書
（認定を希望する場合は、事務局に提出してください。）

うつくしまエコイベントの認定を申請する場合は、申請書を事務局に

提出してください。実施を予定している取組内容の番号に「○」をつけ

てください。（各番号の内容についてはチェックシートを参照してくだ

さい。）

● うつくしまエコイベント実績報告書
（認定を受けた場合は、イベント実施後に事務局に提出してください。）

エコイベント開催後は、実績報告書に環境配慮の取組みの結果や成果

をまとめるとともに、今後に向けた見直しや提言等を記載して事務局に

提出してください。



うつくしまエコイベントチェックシート（1／3）
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取組項目 Step 取　組　内　容 計画 実施

�

自
然
環
境
へ
の
配
慮

�

ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル

Step1
（必須）

Step1
（必須）

Step2
（努力）

Step2
（努力）

上記以外
の取組み

上記以外
の取組み

可能な範囲で、イベントの開催が自然環境へどのよ
うな影響を与えるのかを考えます。
会場設置に当たっては、既存施設を活用するなどし
て自然環境への影響を最小限にします。
植樹、魚の放流等を行う場合は、生態系への影響に
配慮します。
自然公園や自然環境保全地域等を利用するときは、
その規則を守ります。

事前に会場周辺の生態系を調べます。

施設の設置に当たっては、自然環境に配慮した工法を活
用します。
施設の設置に当たっては、会場周辺の景観に配慮し
ます。

環境に与えた影響については、原状回復を図ります。

各種ボランティア団体等の協力を得るなどして、参
加者が自然に学び、ふれあう機会の創出を図ります。

チラシや資料等は必要部数を考慮して、無駄のない
ように用意します。

余ったチラシや資料等は再使用、再生利用します。

参加者に、ごみの持ち帰り、減量化、分別等の協力
を求めます。
ごみは、会場がある市町村のルールに従ってきちんと分
別します。

ごみの分別方法等を説明するスタッフを配置します。

マイバッグ、マイ食器の利用や簡易包装を呼びかけ
ます。
マイバッグ、マイ食器などにより環境配慮に協力し
ている参加者に特典を与えます。
食品廃棄物やイベント資材の再生利用等に取り組み
ます。

①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

①

②

③

④
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取組項目 Step 取　組　内　容 計画 実施

�

交
通
に
よ
る
環
境
負
荷
対
策

�

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

Step1
（必須）

Step1
（必須）

Step2
（努力）

Step2
（努力）

上記以外
の取組み

上記以外
の取組み

会場の選定に際しては、可能な限り公共交通機関の
利用に配慮します。
徒歩、自転車、公共交通機関等の環境負荷の少ない
手段の利用を呼びかけます。
自動車の効率的な利用（相乗り等）やアイドリング
ストップを呼びかけます。
パーク・アンド・ライド環境の整備やシャトルバス
の活用により、効率的な交通手段を用意します。
効率的な自動車の誘導、交通経路の情報提供等を実施す
るとともに、必要に応じて交通規制を行います。
交通渋滞を引き起こさないように、イベント開催時
間を適切に設定します。
公共交通機関の利用、自動車の相乗りなど、環境配
慮に協力している参加者に対して特典を与えます。
電気自動車、ハイブリッド自動車などの低公害車を
活用します。

チラシや資料等は必要部数を考慮して、無駄のない
ように用意します。（再掲）
照明や空調によるエネルギー消費をできるだけ少な
くします。
参加者に省資源・省エネルギーへの協力を呼びかけ
ます。
物品等の購入に当たっては、環境に配慮した商品（エコ
マーク、グリーンマーク商品等）の購入に努めます。
インターネット等を活用して、資源を節約したPRを
行います。
施設の設置に当たっては、間伐材を利用したり、高
断熱、自然採光等の省エネ工法を活用します。
節水型トイレや雨水利用システム等の省資源型設備
を導入します。
会場内の照明や移動手段の動力源等に、太陽光発電
や生ごみ発電等の新エネルギーを活用します。
資材、物品等はできるだけ地域で生産されたものを
調達するよう心がけるとともに、イベントの講師等
には地域で活動する方を積極的に活用します。

①

②

③

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

①

②

③

④

⑤
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そ
の
他
の
取
組
み

取組項目 Step 取　組　内　容 計画 実施

�

参
加
者
へ
の
普
及
啓
発

�

環
境
配
慮
を
推
進
す
る
運
営
体
制

Step1
（必須）

Step2
（努力）

Step1
（必須）

Step2
（努力）

上記以外
の取組み

上記以外
の取組み

環境に配慮したイベントであることを積極的にＰＲ
します。
環境配慮の内容を参加者にわかりやすく示し、協力
を求めます。

参加者自らが環境への配慮を体験できるようにします。

参加者に各種環境関連情報を積極的に提供します。

ボランティア団体等と連携し、参加者が環境につい
て学ぶ機会を提供します。

環境に配慮したイベントとすることを宣言し、計画
（取組項目、内容等）を立てます。
環境配慮を推進する責任者を決めて、進行管理を行
います。
スタッフや出展者等に取組項目等を事前に説明し、
環境配慮の徹底を図ります。
取組結果をチェックして、常にステップアップを図
ります。

①

②

①

②

③

①

②

③

④

取組内容や成果を積極的にＰＲし、他のイベントに
おける環境配慮に貢献します。

各種ボランティア団体等との連携・協働を図ります。

ユニバーサルデザインの考え方に基づいた運営を行
います。

①

②

③
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※認定を受けるには、（6）を含む3項目以上でStep1を全て実施する必要があります。

申込年月日

イベント名

開催場所

開催期間

主催者

共催・後援

申請担当者

（1）自然環境へ
の配慮

（2）ごみ減量化・
リサイクル

（3）交通による環
境負荷対策

（4）省資源・省
エネルギー

（5）参加者への
普及啓発

（6）環境配慮を
推進する運
営体制

その他の取組み

情報提供の可否

住所及び
施設名

主催者名

住　　所

職

電　　話

氏　　名

Ｅメール

イベントの問い合せ先（電話番号）

県の共催・後援の有無　　有 ・ 無（承認した県の機関名：　　　　　　　　　　　 ）

開始：平成　　年　　月　　日　　　　　終了：平成　　年　　月　　日

（事務局FAX番号：024－521－7928）

取組項目 Step 取組内容（実施予定のものに「○」をつけてください）

Step1
Step2

上記以外の
取組み

Step1
Step2

上記以外の
取組み

Step1
Step2

上記以外の
取組み

Step1
Step2

上記以外の
取組み

Step1
Step2

上記以外の
取組み

①　　②　　③　　④
①　　②　　③　　④　　⑤

①　　②　　③　　④
①　　②　　③　　④

①　　②　　③
①　　②　　③　　④　　⑤

①　　②　　③　　④
①　　②　　③　　④　　⑤

①　　②
①　　②　　③

Step1
Step2

上記以外の
取組み

①　　②　　③　　④
①　　②　　③

エコイベント開催情報をホームページ等で情報提供してよろしいでしょうか。
よろしければ右の欄に「○」をつけてください。
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イベント名

主催者

実績報告担当者

職

電　　話

氏　　名

Ｅメール

取組結果・成果と今後に向けた見直し・提言等

（事務局FAX番号：024－521－7928）






